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ＮＰＯ法人ＣＴＦ松阪設立認証取得 
法人設立の登記を申請 

昨年１０月１７日に、ＮＰＯ法人ＣＴＦ松阪の設

立認証申請書を、三重県生活部ＮＰＯチームへ提出

しておりましたが、特定非営利活動促進法（通称Ｎ

ＰＯ法）にもとづく書類の縦覧や審査を経て、１月

１５日付三重県指令生活第１６－１－２９号により

設立が認証されました。 

ＮＰＯ法人は、主たる事務所の所在地を管轄する

法務局で設立の登記をすることにより、法人として

正式に成立することになっております。現在ＣＴＦ

松阪会員で司法書士の鈴木久志様に登記の手続きを

行っていただいています。 

昨年３月２日に任意団体としてＣＴＦ松阪を設立

以来、会員の皆様方のご支援・ご協力のもと、ＩＴ

を活用した障害者の方々への支援活動を展開してお

りますが、懸案事項の“ＮＰＯ法人化”がここに実

を結ぶことになりました。 

ＮＰＯ法人となって、これまでの任意団体と変わ

るところは、一般的に次のように言われています。 

 

●法律行為の主体が個人から団体となる 

●団体自体の社会的信用が高まる 

●よりしっかりとした運営・書類の提出・情報

公開が求められる 

●法律にもとづいた税務・労務対応が求められ

る 

 

今後の動きとしては、４月を目途に従来のＣＴＦ

松阪（任意団体）を解散し、会員の皆様はＮＰＯ法

人ＣＴＦ松阪の会員に移行していただきたいと考え

ております。総会の開催など後日ご案内を差し上げ

ますので、ご協力をお願いいたします。 

 

 
設立認証通知書の画像 
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DNS(Domain Name System)って何だろね？ （１） 

 

皆さんは IE 等の WEB ブラウザを使ってホームペ

ージをご覧になっていると思いますが、どういう仕

組みになっているかご存知ですか？ 

WEB ページを見たい人（以下クライアントとい

う）がサービスする人（以下サーバーという）に対

して「WEB ページを見せて」と要求を出しますとサ

ーバーは要求に従い WEB ページの表示を開始しま

す ね 。 例 え ば Yahoo! の ペ ー ジ を 見 る と き に

「www.yahoo.co.jp」等と入力しますね。ここで

「www.yahoo.co.jp」の文字列を見て、「あぁ、

Yahoo!の宛先なんだな」となんとなく分かりますね。

更に詳しい人だと、「co」が付いているから会社

（commercial）で、「jp」が付いているから日本

(Japan)なんだな、と分かります。ところが、パソ

コン(コンピュータ)は、文字列を理解する事が非常に

苦手なのです。パソコンは数字しか理解する事が出

来ない為、「www.yahoo.co.jp」の様な文字列はい

ちいち数字に変換してからでないと理解する事が出

来ません。そこで、このような文字列を数字に変換

する為の処理が必要になります。この、数字で表さ

れる宛先の事を「IP アドレス」といいます。 

私たちが入力した「www.yahoo.co.jp」という文

字列をパソコンはどのようにして「IP アドレス」に

変換しているのでしょう？ 

それは IP アドレスを教えてくれる専用のサーバー

があって、そのサーバーに問い合わせているからな

の で す 。 こ の や り 取 り を 行 う シ ス テ ム の 事 を

DNS(Domain Name System)と呼び、IP アドレス

を教えてくれるサーバーの事を DNS サーバーと呼

びます。 

また、この問い合わせの文字列「www.yahoo.co.jp」

の 事 を 一 般 に URL(Uniformed Resource 

Locator)と呼ぶのですが、DNS で使用する時はド

メイン(Domain)とも呼びます。 

では、クライアントパソコンが DNS サーバー宛

に「IP アドレス教えて」の要求を出す時に、問い合

わせを行う先の DNS サーバーの IP アドレスはどの

ように知るのでしょうか？ 

これは、皆さんがパソコンのネットワーク設定を

行う際に DNS の IP アドレスを設定しているからで

す。（人が設定を行わなくても良い場合もありま

す。） 

こ の DNS(Domain Name System) に よ り

「www.yahoo.co.jp」等の URL はコンピュータの

扱いやすい「IP アドレス」に変換する事が出来ます。 

=== 文責：岩崎 === 

（次号につづく） 
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第１１回役員会開催 
 
 

１月１０日（土）松阪市障害者福祉センター（松

阪市殿町）において、第１１回役員会議を開催し

ました。 
会員１０名（うち役員８名）が出席し、ＩＴを

活用した市民活動の提案、平成１６年度ＵＤリー

ディング事業の受託についての検討、ならびに諸

情報の交換をしました。 
 

 

１月に実施した事業 

 

 

第１１回役員会議 

（１０日） 

ＣＴＦ松阪ＮＰＯ法人化関連 

☆設立認証           （１５日） 

☆設立登記申請         （手続中） 

 

障害者対象個人向けパソコン講座 

（６日、１３日、２７日） 

第５回ＮＰＯ会計講座（受講） 

（１８日） 

“であいのフォーラム”新規提案会（参加） 

（３１日） 

継続実施中 

☆障害者ＩＴ相談窓口設置 

☆全国保健所長会ホームページ編集 

 

 

 

 

 

 

２月の予定 

 

 

第１２回役員会議 

１４日 １３：３０～１６：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

障害者対象個人向けパソコン講座 

３日、１０日、１７日、２４日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

バリアフリーマップＣＤ焼付作業 

１０日、１９日 

各１３：００～１６：００ 

松阪市障害者福祉センターにて 

会員研修 

音訳テープのＣＤ化について 

詳細未定 決定次第ＭＬにてご連絡します 

 

 

 
 

 “であいフォーラム”とは 

「だれもが、自分の個性を伸ばし、いきいきと創造的に生きようとする環境

づくり」を目標に、松阪・紀勢地域の行政、地域住民、企業などが協働して活

動を進めています。 
ＣＴＦ松阪も、平成１６年度に「ＩＴを活用した情報＆コミュニケーション

のバリアフリー」をテーマにこのフォーラムに参加して活動することを、１月

３１日（土）斎宮歴史博物館において開催された“であいのフォーラム”新規提

案会で発表しました。 
詳細は、松阪・紀勢生活創造圏づくりホームページ（松阪地方県民局 企画調

整部企画調整グループ）をご覧ください。 

http://matuken2.jp/ 

 

立 春

大 吉
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リレー随筆 ナンバー９  今月は、地域を元気にと地域づくりや街づくりの応援団「とことんこだわり隊」の隊長さん

として、また、手編み・押し花・アートクレイのインストラクター、さらに市民音楽バンドの

ホルン奏者としてご活躍の堀くるみ様からご寄稿いただきました。 

 
 

『松阪牛』の一年間 

堀 く る み  

昨年は松阪市が誕生して 70 年，市制 70 周年の記念事業がいろいろ開催されました。 

私が所属するとことんこだわり隊は「仮想空間インターネット博物館『松阪牛』」のホームページを立

ち上げました。 

地元に居ながらほとんど知らない松阪牛のことを調べることからはじめたのですが，図書館に行っても

あまりにも資料が少ないことに驚きました。その資料で調べることができたのは，松阪牛の歴史のみ。Ｂ

ＳＥ問題などが絡む食肉の安全性や流通などは，松阪食肉衛生検査所へ足を運び最新情報の話をじっくり

聞き，また，牛の肥育をしている農家にも何度も通い写真と文章でレポートにまとめました。歴史的な写

真は松阪市農林水産課でデータをいただき，ホームページ全般に間違った内容や表記がないかチェックも

受けました。 

大きなことに取り組もうとするとき，一番大切なのはチームワークなのだとつくづく感じました。タイ

トル文字，イラスト，英語ページの翻訳，子供向けのページなど，それぞれが得意な分野で協力し合い完

成させました。 

たった 1 年間で松阪牛の博物館だなんて，時間と人手が足りなくて無謀な取り組みだったと思います

が出来上がったホームページはこちらです。http://net70.itspy.com/ 

一年を通じて松阪牛の知識はたくさん身に付きましたが，松阪肉の味については身に付かないまま終わ

ってしまったことが残念です（苦笑） 

「七夕祭り・鈴の音市」や「まつさかウォーク」「市制 70 周年事業ファイナルイベント」にはＣＴＦ

のパソコンとプロジェクタをお借りできて，イベントは大成功に終わりました。そして一番大変な，文字

の打ち込み作業をしてくださったＣＴＦのワーカーさんにこの場を借りてお礼申し上げます。 

ＣＴＦの皆様ご協力ありがとうございました。 

 
次号は鈴木義昌様にお願いします、皆様どうぞお楽しみに・・・・・ 
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